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近年のトルコにおける水車・風車製粉事情
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　吉田光邦さんとは，水野清一先生が隊長で数年にわたって実施された京都大学のイラ

ン・アフガニスタン・パキスタン学術調査に，2度一緒に参加した仲である。ともに2

度切りの参加であるから，奇しくも岡じ年にこの調査隊のメンバーだったことになる。

　初回（1959隼）はともに若年組で，吉田さんは人類班（隊長藪内清先生），筆者は地理班

（隊長織田武雄先生）に属していたが，歴史言語班（羽田明先生，井本英一氏）ともども岡一

行動をとったので，吉田さんとはたえず一一緒に居たという印象が強い。旅行中のホテル

の製薬割までが長老組と若年組に分かれたので，たいていはツイン部屋で無因であった。

吉田さんが類まれな博識であると知ったのも，ホテルでの雑談を通じてであった。

　2度目（1964年）の調査では，互いに長じてそれぞれ人類技術班，地理班の班長となり，

別個の行動をとったが，カラチや北アフガニスタンのクンドゥズなどでは時々顔を合わ

す機会もあった。ほぼ1帽を前後してジープでヒンズークシュ山脈縦走の旅を成し遂げ

たことなど，思い出は尽きない。

　吉田さんと筆者はともに水車に関心をもっていた。初圏の調査では，南イランのザー

グロス山脈中で初めて西南アジアの製粉水車場なるものを一一緒に見聞したし，第2回の

調査では，誘い合ってクンドゥズ東郊の米揚水車場と製粉水車場を訪ねた。南イランの

水車場については吉田さんは，『文明の十字路』の申で雷及しており［蓬B1962＝91］，ま

たクンドゥズ東郊の上記の水車場については，「西アジアの技術還の中で，例の独特のタッ

チでもって詳綱なスケッチを残している［吉田1966〕。後者については筆者も栖南アジ

アの農業と農村sなどの中で触れた沫尾1967；末尾1977：7－8；末尾1979a：19－22］。

　筆者はその後も西南アジアの水車に関心を持ち続けているが，1981，83年にはトルコ各

地で水車場を探訪した。さらにその際えられた知見から，トルコ的技術の伝播の跡を東
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南ヨーmッパに探る必要を感じ，1988，91，92年にはトルコのほかハンガリー，ブルガリア，

クレタ島にも足を紳ばした。水車と岡じく自然力を：利用する風帯についても，1972年に

シースターンで風車調査を試みて以来［末尾1973］，水車を補完する意味合いのものとこ

れを認識し，水車同様に調査の対象としている。

丑

　ところで西南アジアにおいては，主食は小麦などの粉食・パン食が基本であるため，製

粉技術としての水車・風車は重要な役割を演じている［末尾1979b］。

　その状況を示すかのように，アフガニスタンの諸社万般に明るい勝藤猛によれば，プ

シュトゥ族の諺にも「水車が父のものでも順番による」というのがある［勝藤1964］。そ

の意味するところを筆者なりに解説すれば次の通りである。製粉水車場はその造作に資

金を要するため，多くの場合，地主・富農層などがこれを所有している。農家はこの水早

場に，ロバの背で例えば小麦を持ち込み，賃携きを依頼し，仕上がるのを待って小麦粉を

持ち帰る。賃華華は通常，挽き上がった小麦粉の20分の1程度である。乾燥地域では水

利も限られるため，水車場が造れる場所も限定され，製粉の必要度に照らすと需給のアン

バランスは著しい。そのため，往々にして水車場には順番待ちの客の長蛇の列が出来上

がる。この順番は社会的公正のために守られねばならないルールである。たとい水車場

の持主の患子が客であってもこのルールは破ることができない。一このように，社会

的に重要な施設である水車場は，一つの社会的秩序の中で存在し運用されている。

　ちなみに，筆者が1964年に北アフガニスタンのアンドホイAndkhoi近郊のヤカ・ダウ

ルマンYaka　Daur　naR村で取材した際，水車場の持主の地主ムハッマド・アジーム

Muhammad　Azim氏は，水車場の売値を6万アフが心心（当時の換算レートで36万円）と

言った。この奪い値は，アジーム氏が章々6，000アフが今一でさる小作農に水車場経営を

委託しているその委託料の，ちょうど1e頃年分である［末尾1977：11］。わが国とアフガ

ニスタンの貨幣価値の違いからすれば，水車場の値段36万円は少なくともその10倍の360

万円程度の重みがあるとの印象を当時抱いたことを記憶している。

　イランの水車場が大きな資力を備えていたことを窺わせる資料が，」．モーリアjames

Morierの暫1808～09隼のペルシア，アルメニア，小アジア，コンスタンティノープル紀行

A　Journay　through　Persia，　A　rmenia　and　Asia　Minor　to　Constantinople　in　the　Years　1808

and　1809sに示されているという［Beazley＆H：arverson　1982：82］。それによれば，イラ

ンでは古くから，緊急時に際して個々の水車場に，戦場に臨める装備で身を固めた一人の
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騎士と一頭の馬の醸出方が義務づけられていたらしく，その騎馬武者の数は水車場の数

を反映して10万にも達していたとの話である。

　近年，筆者の友人の二人が，イランとトルコの現代の農村事情を赤裸々に描いたルポル

タージュ風小説を欄次いで翻訳出版した。一つは山田稔による穐の呪いsであり，他は

勝田茂による「トルコの村からtlである。実はこれらの小説でも，イランやトルコの村々

で，水車場の果してきた役割は大きく，その存在意義も高かったことが如実に物語られて

いる［山田1981；勝霞1981】。また同時に，解地の呪い＄の舞台であるイランの村では，薪

たに石油発動機を備えた動力製粉所が登場し，製粉水車が蒋代後れとなっていく様も述

べられている。以下にも述べるが，近代的な動力製粉所の出現によって水車場が衰退し

ていく様相は，近年のトルコでも顕著である。

　本号は吉田さんの追悼号であるという。かつて腎ルコの水と社会』という書物沫尾

1989］を差上げた折には，「西アジアを見ざること久しくアナトリアの水車の現状をなつ

かしく拝見」との礼状を頂戴した。そのことを思い出しながら，上記の書物以後の，近時

目にしたトルコの水車，および風車をめぐる状況変化などを書き留め，吉田さんへの追悼

の意を表わすこととしたい。

　アナトリア中央北部の内陸都市ニクサル騰ksarは，ストラボの『地理書』にその名の出

るカベイラCabeiraにまで遡る歴史をもつ。ストラボによれば，ポントス王国の王ミト

リダテスMithridatesは，この地に宮殿を造営し，水車も造ったという。これが水車に雷

及した世界最古の文献資料の一つである。

　1981隼のトルコ調査の際には，この水車の故地ニクサルを訪ね，2千奪前の状況に思い

を馳せようとしたが，現地で現在も製粉水車が二つ稼働していると知った蒔は驚きで

あった。そのうちの一つ，ウル・ジャミUlu　Cami（大モスク）の傍らの水路沿いで操業

する水車場を訪ねてみると，確かにその水車場は良質の粉で評判を得，若い娘二人が母親

を助けて働いていることもあって結構客を集めていた。もちろん，この水車場がミトリ

ダテスの水車の後学であるなどというつもりはない。しかし，2千年にわたって水力利

用の伝統がこの地に根ざしていると考えると感無量なものがあった［末尾1985：62－63］。

　1988年の調査の際も，その後の事情を知りたくて訪れる気になった。“美しき水車小屋

の乙女”に惹かれる気持が強かったこともある。しかし残念ながら，建物は旧情を保っ

ていたものの施錠され，水車は廃業し，乙女たちの姿もなかった。聞けば長患い中であっ
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記η 、鷲

夢ya
　　　　図2　廃業したニクサルの水車場の内部
（中央奥には石臼が見え，手前の頭上の板には小麦挽料160リラ，

玉蜀黍謹厚180リラの文字が見られる）

た持主が2年前に亡くな

り，前回すでに主人や父

親に代って家業を支えて

いた女性たちもそれを期

に廃業し，町なかに引越

してしまったという。

　1988年には，前回訪ね

る機会のなかったもう一

方の水車場にも出向いて

みた。しかし生憎この水

車場も，町なかの道路改

修によって水路が断たれ，

3年前に廃業していた。

ただ，荒れ果てた建物の内部には石臼も原形を留めており，1985年12月1日付の賃挽料金

表の掲示も残されたままである（図2）。近所に住む元の経営者アジズAziz氏によれば，

直接の廃業は水路の断絶であるが，それを甘んじて受入れた理由は，町なかに増えた電気

製粉所との競合による営業不振であったという。女性たちの苦労の甲斐もなく，ウル・

ジャミ近傍の水車場が廃業に追い込まれた理由も同様であろう。
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　1983年にトルコ中西部の要衝エスキシェヒルEski§ehirに立ち寄った際，市内に製粉

水車場があることを知った（図3）。その位置は市庁舎とクルシュンルKur§unlu・幽モス

クの中間点で，アッティラAttila通りとアカルバシュAkarba§通りの交会点に当たり，

水はポルスクPorsuk川から発した用水路から得ている。この探訪記も先に触れたこと

があるが［末尾1988：37－38］，水車場は150年目歴史を持ち，水路沿いに細長く延びた建

物内に5基の石臼が1列に据えつけられている。残念ながら1929年にドイツ製のタービ

ン水車が1基取付けられ，それ以降はすべての石臼がこのタービン水車で動かされるよ

うになったが，それ以前は石臼ごとに水車を持つ，すなわち水車5基を備えた典型的な大

型の製粉水車場であったという。
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　　　　　図3　エスキシェヒル市内の製粉水車場

　エスキシェヒル周辺は

小麦の産地であり，近代

的な製粉工場や電気製粉

所も数多く見られる。そ

のような状況の中で生き

残っている伝統的な製粉

水：車場の存在は，大いに

興味をそそられるもので

あった。1991年，エスキ

シェヒル滞在中にこの水

車場を再訪する気になっ

たのもそのためである。

しかし現地には水車場の跡形もなかった。聞けば市街地再開発のあおりを受け，3年前

に付近一帯が整地され，傍らには8階建のアパートも建っている。水車場跡地は隣の小

モスクに寄進されたものらしく，まだ瓦礫をならしたままの状態で放置されていた。8

年前の水車場の活況が嘘のような様変わりであった。

v

　カイセリKayseri県の一通都，ビュンヤンBifnyan町の町外れに，町当局が所有する製

粉水車場のあることが判明し，1983年の7月に2度訪れる機会をもった。その場所は，
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ビュンヤン町の西3．5㎞，ゲルゲメGergeme村のドアンラルDoganlar地区であり，ビュ

ンヤン町の背後の段丘上にひろがる果樹（あんず）園を潤した後の灌概用水路の末流沿い

に，水車場は立地する。なお，地形図上ではこの水車はカラジュックKaraclk水車の名で

見える。

　この町有水車場は，小麦の収穫期に先立って，その経営権が入札に付せられる。期間は

1年または数年である。前年度はメフメト・ギュルテキンMehmet　Gifltekin氏が，年7

万リラでこれを落札して経営に当たったが，町当局はそれより高額での応札を期待し，当

年度はまだ落札者の決定をみていない。そのため訪問時は2度とも水車小屋は施錠され

たままであり，内部は窺えない状態にあった。

　立派な石組みの水車場はその下方に直径2mの三つの水車を備え，背後の水路からは

落差20mで，半ば土に埋められた鉄製の導水管が斜めに掛けられている。水車への水の

当て方は奥二つが向って左側で，水車の回転は反時計回りであり，手前の一つは逆に右側

で時計回りの回転である。この奇妙な組み合わせの理由は，奥二つは反時計回りする石

臼の動力源であり，手前のは選別機の動力源で時計回りを必要とすることによる。すな

わち，水車小屋の内蔀の設備は二つの製粉用石臼と，1台の選別機である。村人の語ると

ころによれば，南扇料は小麦粉10kgにつき20リラであり，ビュンヤンの町なかの個人経営

の電気製粉所の10kg　30一一一40リラに比べてかなりの割安である。その上，挽かれた粉は良

質をうたわれていた［末尾1988：22］。

　以上の記録をもって1991年8月，改めてビュンヤン町有水車場を訪ねてみた。8年前

図4　ビュンヤン町有水車場

　　（建物の左後方に斜めに掛けられた導水管も見える）

の訪問時は施錠されてい

たので筆者が見る初めて

の光景であったが，水車

場は荷運びのトラクター

も訪れて活況を呈してい

た（図4）。連年，この水

車場の経営に当たってき

たギュルテキン氏にも初

めて出会った。聴けば，

氏はその後も毎年入札時

に応札を続けて経営権を

手に入れており，遡れば
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過去15年にわたって経営を続けている。ビュンヤンの町有となる以前のゲルゲメ村時代

でこそ，入札時に競争もあったが，現在は無競争の状態であるという。

　本年度の請負料は8年前の7万リラから15万リラへと約2倍に高騰している。これに

応じて丸心料も値上げをし，10kgにつき400リラ，すなわち8年前の20倍としている。ま

た近年は小麦製粉よりも家蕾飼料の挽割りの委託が増え，その比は1：2であるという。

水車場が小麦粉需要よりも家畜飼料需要をより強く志向している状況変化にも，水尺場

の価値の低下が窺える。

　なお，3基の水車のうち時計回りをしていた選別機用の水車は，建物の水落ちの穴も塞

がれ姿を消していた。選別機の動力が石臼用の水車からベルトで伝えられるように改造

されたためである。

　黒海沿岸の港湾都市サムスンSamsunの南西60ktnの地点にハヴザHavzaの町がある。

サムスンとは峠で隔てられ，サムスンで黒海に注ぐムラトMurat）llとは逆方向に流れる

テルサカンTersakan川が，この町を貫いて南流するが，この川沿いには約6㎞の間に製

粉工場（un　fabrikas1；flour　factory）を名乗る約10の水車場が連なっていて注目される（図

5）。なお，その規模は上で述べてきた通常の水車場，ゲイルメンde慈irmenのそれを遥か

に上園るものである。

　これらの製粉工場ではもちろん食用の小麦粉が製せられているが，その市場はサムス

ンから東の黒海沿岸部，トラブゾンTrabzonから遠くは旧ソ連国境に近いホパHopaに

かけての，気候的条件から小麦を産しない玉蜀黍夏作地帯である（図1参照）。聞くとこ

ろによれば，70～80年前にはこの地の水力製粉工場は今にも増して15を数え，ハヴザの隣

なかの蒸気力製粉工場ともども，上記の東部黒海沿岸部の小麦粉需要を完全にまかなっ

ていたという。ただ，現在は先方にも電力製粉工場が出現したため，水力製粉工場の役割

も幾分は低下している。

　そのうちの一つ，テシュヴdキイェTe§vik圭ye製粉エ場は1898年の創i業という。当初

は在来の水平式水車を用いた水車場であったと推測されるが，現所有主メフメト・シレ

ルMehmet　Sirel氏もその点は詳しくない。50年忌前から在来水車に代って115馬力の

フランシス・タービン水車が採用され，今臓に至っている。水はテルサカン川の支流，工

場名の由来となったテシュヴィキイェ用から恩間1．3㎡を取る。工場内にはかつては8

基の石Sが備わっていたが，現在は8台の製粉機に置き換わっている。1960奪に水力の
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サカン用の15mにも及ぶ水位上昇によって水害を被ったためである。動力源は同じくフ

ランシス・タービン水車であるが出力は詳らかでない。ただ，テルサカン川は支流の水

をさらに集めて水量を増しているため，出力は嶺地の製粉工場の中では最大であるとい

う。

補助にデE一ゼル機関を取付けたが，

その翌年からはトルコ電気公社

TEK（TUrkiye　Elektrik　Kurumu）か

ら電力の供給を受けて電動機を補助

として胴い始め，62年には燃費の高

いディーゼル機関を廃比した。した

がって現在は水力・電力併用である

が，水量が豊富でしかも灌概絹に水

が割かれることのない10fi　一2月は，

機械の運転は專らタービン水車に依

存している。なお，タービン水車は

機械の非稼働蒔には，工場内の電灯

をともすための発電機を回している。

　テシュヴィキイェ製粉工場は現在，

小麦粉以外にも大麦などを原料に家

畜飼料を躯工している。工場敷地内

の別棟がそれに当てられており，［

場の正門に小麦粉（un）と家畜飼料

（yem）の双方の文字が書かれている

のはそのためである（図6）。

　今一つ，これよりも下流にあるセ

キズギョズSeklzgδz製粉工場は4

階建ての大きな工場である。1991年

の訪問時には，以前の所有者の死後，

新たにハヴザ在住のアフメト・シャ

ヒットAhmet§ahit氏が工場を入

手し，内部を改築中であった。テル
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　工場名のセキズギョズ，

すなわち「八つ目」の意は，

石臼の中央の穴を目に見

立てて目そのものが石臼

を表わし，8日を備えた

工場であったことを示す

ものである。ただ，1952

年以降，石臼は製粉機に

置き換わり，その数は12，

ハンガリー，スイス，ドイ

ツ，ソ門門の各種機械が

寄せ集められている。

　タービン水車は製粉の動力源として用いられるほかに発電機も動かし，工場ならびに

付近の農家の照明用に役立てられている。なお，工場改装を機に，渇水期対策として，ト

ルコ電気公社から電力の供給を受ける予定というのは，テシュヴィキイェ工場の場合と

同様である。

　エーゲ海や地中海の島々で，風を綿布製の帆に孕んで活動する風車塔の姿は，ミコノス

Mykonos島，キオスChios島，ロードスRhodes島，クレタCrete島などの例をもって，

夙にわが国においても有名である。同種の製粉風車（yel　degirmeni＝wind　mill）がアナト

リアにも存在するであろうという見通しは，イスタンブル大学地理学教室の資料などか

ら見当がついていたが，これを実見できたのはアナトリア南西隅のボドルムBodrum地

方においてである。たとえば，風光明媚なボドルム港の西を画する丘陵上の稜線には，ミ

コノス島に見られるのと同様な風車塔が8基認められる。ただ，残念ながらこれらはす

べて廃屋化している。

　ボドルムの町から西へ，小さな岬の西端の保養地トゥルグトレイスTurgutreis村へと

向かう約20㎞の行程は，車窓からも風車塔が繰り返し眺められる道筋であるが，その数は，

上記のボドルム港外の8基も含め，潰廃したものも合算して計32基であった。ただその

ほとんどは潰廃した風車塔であり，初めてこの地方を訪れた1983年9月当時，稼働中のも

のはペクシメットPeksimet村，カルグゥKargl村，トゥルグトレイス村にそれぞれ1基
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を数えるにすぎず，計僅かに3基がそのすべてであると聞いた［末尾1988：55－57］。

　トゥルグトレイス村の現役の風車塔は南2㎞の脊梁丘陵の稜線上，海抜280mに，廃止

された2基の風車塔と並んで突っ立っている。その稜線の北川の小村カラバァKaraba喜

の名を取って，風車の名称はカラバァ風車である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この風車への道は，最も近いカラバァ村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（海抜120～140m）からも急坂を登って半時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間の道のりであった。僅か海抜2801nの尾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根とはいえ，風車塔の傍らに立つと，吹き飛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばされんばかりの強い海風であり，おのず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から足を踏み締め，風上側に身体を傾けね

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばならない。風車の所有・経営主であるハ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サン・ムスルHasan　Muslu氏によれば，風

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は一年を通じてほぼ北西風であるという。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただ，とりわけ2月頃は風が強すぎて寒さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も加わるため休業を余儀なくされる。なお，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　風向がほぼ一定している証拠には，風車は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方位可変式ではなく北西方向に固定された

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ままである（図7）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この風車への客は，北麓直下のカラバァ
図7　風車塔入ロにたたずむハサン・ムスル氏
　　　　　　　　　　（1983年9月）　　　村やトゥルグトレイス村の首邑イスケレ

iskele村のほか，北のアクチャアランAkgaalan村，南のケメルKemer村およびアクヤ

ルラルAkyarlar村の5力村に及ぶ（図8）。多忙を極めるのは小麦の収穫後の夏季であ

り，他の季節は強風と客もまばらなために休業勝ちとなる。ムスル氏はイスケレ村に居

を定めており，休業勝ちの時期の客は，適度の風のあることを確認した上でムスル氏を誘

い，連れ立って丘を登る。100　kgの小麦を背負わせたロバとともに，風車への道のりは1

時間前後であり，その小麦を挽き終わるのに風が強い場合でも1時間15分を要する。小

麦粉を背負ったロバは再び約1時間をかけて山道を降りるのである。賃挽料は100kgに

つき250リラという。風車では小麦粉の製粉のほか，家畜飼料の挽割りもなされる。

　傍らの潰乱風車は，一つは60年前に，また一つは30年前に廃止されたという。当年75歳

のムスル氏は，父親が農夫であったため，親の職業を継いだわけでもないが，長年この仕

事に携わって愛着と誇りを感じている。傍らの潰廃風車の惨状にも動ずることなく，今
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　　　　図8　カラバァ製粉風車の立地条件
注）　の数値は各村から風車までの直線水平距離，

　（　）の数値は各村および風車の海抜高度。いずれもm。

後も管理・補修を続けて風車製

粉を全うする意向であり，子息

ガリップGalip・ムスル氏が後

を継いでくれるものと期待して

いるという。前記の5力村の小

麦がすべてこの風車にもたらさ

れていると，ムスル氏はその実

績を誇示し，将来に自信を深め

ている。

　ちなみに風車に用いられる材

木は，材質が強くて虫にも喰わ

れないテレビンの木，メネン

ギッチmenengig（Pistacia　erebi－

nthus）であり，組立でには一切

釘が使われない。また，風塵の

帆はテント用綿布で製せられて

いる。

　以上の記録をもって1992年8

月下旬，再びトゥルグトレイス

村に赴いてみると，丘の上には

一つの異変があった。下から児上げる3基の風車塔は9年前と岡じ姿であるが，ムスル

風単にも羽根がない。その理由をただすべく，イスケレ村に鷹るに違いないムスル氏を

訪ねようとするうちに，その孫の欝年が茶店で連れと談笑しているのに巡り合った。聴

けば，1年半前に，丸1日半吹き荒れた強風のため，羽根は破損し，それ以来風車は休業中

とのことである。祖父に代わってその後を継ぐ父親のガリップ氏やその子愚も，ここ1

年間は全く丘に登っていないという。

　無人であることを承知の上で，茨道を登って確かめてみると，かつて北西方向に固定さ

れていたはずの風車軸は90度も西向きとなったままで，今だに強風の被害の跡は生々し

い。休業後，常は施錠されているらしい風車塔内の諸施設，諸道具は，埃をかぶって荒れ

放題である。ムスル一族に風車を復活させる意欲が腐るかどうかは疑わしい。

　すでに9年館の取材の際にも，ハサン・ムスル氏の風車製粉にかける意気込みに反し
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て，風車に最も近いカラバァ村の水汲み場にたむろしていた村の主婦たちの会話ですら，

筆者の急坂の登り降りの取材をも半ばからかうかのように，あの丘の上まで登って行く

のは狂気だというものであった。今回のような休業状態が許されているのも，今や幽翠

を必要としない状況によるものであろう。カラバァ村の別の主婦に問うたところ，前回

の主婦たちの会話は正に筆考をからかっていたものらしく，ムスル風車は村の金農家が

利用していたという。風車への道のりはロバを爾いて半時間，無風の時や混み合ってい

る時は小麦を預けて帰宅し2～3日後に引き取るのが常で，空いている疇は2～3時間

待って持ち帰ったと，その話は極めて詳網である。風車を失った現在，小麦はトラクター

でオルタケントOrtakent村やボドルム近郊のイヴスケビYvskebi村の，電気製粉所へも

たらされているという。粉の仕上りも速くて便利であると屈託がない。修理に要する資

金の算段に舶えて，ムスルー族に求められているのは，このような需要家の動向に対する

晃極めであろう。
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